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〈1955~73：高度経済成長〉

図１　わが国における平均給与，消費者物価の推移

厚生労働省：毎月勤労統計調査
総務省：消費者物価指数月報・年報
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図２　わが国における貯蓄の年代別状況
（2010年）

総務省：家計調査
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図３　高齢者（65歳以上）の就業率（%）の国際比較
（2005年）
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と
も
か
く
世
の
中
、
「
元
気
が
な
い
」
と
思
う
の
は
、

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
経
済
不
況
、
円
高
、
高
齢
者
の
生
存
不
明
、
医
療
崩
壊
、

介
護
地
獄
、
生
活
保
護
、
普
天
間
、
尖
閣
諸
島
な
ど
「
元

気
の
で
な
い
」
新
聞
記
事
ば
か
り
の
毎
日
で
す
。

　
私
な
り
の
提
言
を
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
デ
フ
レ
脱
却

　
活
気
が
な
い
最
大
の
原
因
は
「
デ
フ
レ
」
で
す
。

　
デ
フ
レ
＝
物
価
が
安
く
な
る
。
一
見
、
消
費
者
に
は
良

さ
そ
う
な
こ
と
で
す
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
と
ん
で
も

な
い
こ
と
で
す
。
「
も
の
」
を
作
っ
て
も
売
れ
な
い
か
ら
、

「
も
の
」
を
作
ら
な
く
な
り
ま
す
。
「
も
の
を
作
る
人
」
、

「
も
の
を
売
る
人
」
が
減
り
ま
す
。
仕
事
を
失
う
人
が
増
加

す
る
、
人
々
の
収
入
が
減
る
、
さ
ら
に
「
も
の
」
を
買
わ

な
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
隙
間
を

縫
っ
て
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
ば
か
り
が
大
繁
盛
で

す
が
、
薄
利
・
多
売
の
行
き
詰
ま
る
こ
と
も
目
に
み
え
た

こ
と
で
す
。
適
正
価
格
・
適
正
利
潤
は
世
の
中
の
経
済
活

動
を
正
常
に
機
能
さ
せ
る
に
は
必
要
な
こ
と
で
す
。

　
一
九
五
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
の
平
均
給
与

と
消
費
者
物
価
の
推
移
を
図
１
に
示
し
ま
し
た
。

　
一
九
七
〇
年
代
ま
で
物
価
が
上
昇
し
ま
し
た
が
、
給
与

も
上
昇
し
ま
し
た
。
物
価
は
二
倍
に
な
っ
て
も
給
与
は
三

倍
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
い
ず
れ
給
料
は
上
が
り
、
ロ
ー

ン
が
支
払
え
る
と
、
住
宅
、
車
な
ど
高
い
も
の
で
も
買
え

る
「
明
る
い
時
代
」
で
し
た
。
今
と
は
大
違
い
で
す
。

　
し
か
し
突
然
、
今
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
九
八
〇
年
代
（
三
十
年
前
）
か
ら
兆
候

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
物
価
は
少
々
上
昇
し
ま
し
た
が
、

給
与
は
物
価
の
上
昇
以
上
に
上
が
り
ま
し
た
か
ら
、
ま
だ

幸
せ
で
し
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
逆
転
し
ま

し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
物
価
は
少
し
下

が
り
ま
し
た
が
給
与
は
物
価
以
上
に
下
が
り
ま
し
た
。
ま

す
ま
す
も
の
を
買
わ
な
く
な
り
ま
す
。
事
態
は
予
想
さ
れ

た
こ
と
で
す
。

　
「
金
は
天
下
の
回
り
も
の
」
と
い
う
昔
か
ら
の
格
言
が

あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
ひ
ど
い
イ
ン
フ
レ
も
困
り
ま
す
が
、

毎
年
三
％
く
ら
い
の
イ
ン
フ
レ
で
、
給
与
は
四
％
く
ら
い

の
ア
ッ
プ
が
一
番
好
ま
し
い
経
済
状
況
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

●
消
費
の
拡
大

　
わ
が
国
の
年
間
消
費
支
出
は
約
百
五
十
兆
円
（
二
〇
〇

九
年
）
で
す
。
こ
の
一
割
、
十
五
兆
円
、
消
費
支
出
が
増

加
す
れ
ば
デ
フ
レ
は
た
ち
ま
ち
吹
っ
飛
ん
で
、
イ
ン
フ
レ

の
好
景
気
に
な
り
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
消
費
を
拡
大
で
き

る
か
で
す
。

　
不
況
だ
と
か
な
ん
と
か
言
っ
て
も
、
日
本
は
世
界
的
に

見
れ
ば
豊
か
な
国
で
、
決
し
て
貧
乏
な
国
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
個
人
の
金
融
資
産
（
貯
金
）
は
千
三
百
兆
円
と
算
定

さ
れ
、
そ
の
六
割
を
高
齢
者
が
持
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

高
齢
者
の
中
に
は
無
貯
金
の
方
も
二
割
は
あ
り
ま
す
が
、

全
体
と
し
て
み
れ
ば
約
八
百
兆
円
の
お
金
持
ち
で
す
。
先

ほ
ど
、
十
五
兆
円
消
費
支
出
を
増
や
せ
ば
デ
フ
レ
は
吹
っ

飛
ぶ
と
言
い
ま
し
た
が
、
十
五
兆
円
は
八
百
兆
円
の
二
％

程
度
で
す
。
高
齢
者
が
少
し
高
い
も
の
を
買
い
、
ち
ょ
っ

と
高
い
食
事
を
す
る
だ
け
で
、
世
の
中
の
不
景
気
は
飛
ん

で
し
ま
う
は
ず
で
す
。

　
ど
う
し
て
日
本
の
高
齢
者
は
貯
金
を
持
っ
て
、
質
素
な

暮
ら
し
を
す
る
の
か
で
す
。

●
日
本
の
高
齢
者
、
欧
州
の
高
齢
者

　
日
本
の
高
齢
者
が
欧
州
の
高
齢
者
と
ち
が
う
と
こ
ろ
は
、

貯
金
を
持
っ
て
い
て
、
よ
く
働
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
世
界
の
高
齢
者
の
中
で
、
韓
国
に
次
い
で
日
本
は
よ
く

働
い
て
い
ま
す
。
米
国
も
結
構
働
い
て
い
ま
す
。
欧
州
の

高
齢
者
は
働
か
ず
に
ゆ
っ
く
り
老
後
を
暮
ら
し
て
い
ま
す

（
図
３
）
。

　
日
本
の
高
齢
者
に
お
い
て
「
貯
金
と
労
働
」
が
美
徳
と

な
っ
て
い
る
最
大
の
理
由
は
、
年
金
が
不
十
分
な
た
め
に

老
後
の
生
活
不
安
に
備
え
る
た
め
で
す
。
昨
今
の
よ
う
に

「
長
寿
」
「
長
寿
」
と
言
わ
れ
る
と
、
余
計
に
心
配
と
な
っ

て
「
無
駄
使
い
を
し
な
い
」
と
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

す
。
図
を
み
れ
ば
判
る
よ
う
に
、
年
金
の
不
十
分
な
国
の

高
齢
者
ほ
ど
働
い
て
い
ま
す
。

　
「
貯
金
と
労
働
」
が
日
本
の
高
齢
者
の
美
徳
で
は
困
り

ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
に
は
も
う
一
つ
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
四
百
三
十
五
万
人
も
の
高

齢
者
が
働
い
て
い
る
た
め
に
、
若
者
の
職
場
が
奪
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
本
年
七
月
の
調
査
（
総
務
庁
労
働
力
調

査
）
で
は
、
一
五
～
二
三
歳
の
若
者
の
完
全
失
業
率
は
、

男
性
は
八
・
五
％
、
女
性
は
六
・
四
％
の
高
さ
で
す
（
全

年
齢
で
は
男
性
五
・
四
％
、
女
性
四
・
四
％
）
。
若
者
の

高
失
業
率
は
社
会
不
安
を
呼
び
起
こ
し
、
将
来
の
年
金
問

題
に
も
影
響
し
て
く
る
こ
と
で
す
。
高
齢
者
の
働
き
を
減

ら
し
、
若
者
の
雇
用
確
保
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
年
金
の
充
実

　
わ
が
国
の
公
的
年
金
の
受
給
者
は
約
三
千
三
百
万
人
で

す
。
年
金
給
付
額
の
総
額
は
五
十
兆
円
、
一
人
あ
た
り
年

額
百
五
十
三
万
円
、
月
額
十
三
万
円
で
す
（
二
〇
〇
九
年
）
。

老
後
の
生
活
を
保
障
す
る
に
は
こ
の
金
額
で
は
不
十
分
で

す
。
就
労
時
の
七
〇
％
（
欧
州
諸
国
の
年
金
額
）
の
金
額

が
必
要
で
す
。
月
額
二
十
六
万
円
が
必
要
と
算
定
す
る
と
、

年
金
給
付
の
総
額
は
百
兆
円
、
追
加
は
五
十
兆
円
と
な
り

ま
す
。
現
在
、
消
費
税
率
は
五
％
、
税
額
は
約
百
十
四
兆

円
で
す
。
五
十
兆
円
の
必
要
財
源
を
消
費
税
の
増
税
で
賄

う
と
す
れ
ば
、
消
費
税
の
三
～
四
％
増
税
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
消
費
税
が
一
〇
％
に
な
っ
て
も
「
貯
金
が
な
く

て
も
、
働
か
な
く
て
も
、
生
活
保
護
を
受
け
な
く
て
も
、

老
後
の
生
活
が
確
保
さ
れ
る
」
と
な
れ
ば
、
増
税
に
反
対

す
る
人
は
少
な
い
は
ず
で
す
。

　
民
主
党
の
党
内
政
争
は
終
わ
っ
た
は
ず
で
す
。
公
約
だ

っ
た
は
ず
の
「
年
金
一
元
化
、
年
金
の
充
実
」
、
そ
し
て

「
消
費
税
増
税
」
を
実
行
し
て
、
日
本
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
い
つ
ま
で
も
絵
に
描
い
た
餅
」
の
話
で
は
困
り
ま
す
。


